




河道 威1、穗屋下 茂2,3 
 
Production of e-Learning Contents to Rediscover Native District 
“A Festival of Saga” 
 































































































写真１：母ヶ浦の面浮立           写真２：白鬚神社の面浮立 





























































































































































































写真８：しめ縄作りの様子１           写真９：しめ縄作りの様子２ 
－ 198 －
写真10：初供日の祭典             写真11：浮立慣らしの様子 
 
奉納１週間前の初供日の様子から取材と撮影を開始した。撮影においては、それぞれ作
業の様子がわかりやすいように撮影するとともに、「年長者から若者へ受け継ぐ技術」とい
うサブテーマを持って撮影に当たった。テースマエが回ってくるのが６年に１回というこ
ともあり、年長者でも作業の手順を思い出しながら、お互い協力して作業を進める様子に、
地域の中での結びつきの強さを感じた。また、本番３日前の練習と本番前日の「宵のまつ
り」、当日朝の舞人の禊の様子も撮影した。練習では、若者に年長者が細かく振付の指導を
しており、しっかりと浮立の伝統が継承されている様子だった。子ども達も「棒ツキャー」
や「扇子舞」といった自分達の役の練習を真剣に行っていた。 
 
4.3 祭りの本番 
 浮立行列の出発、『打ち出し』が始まるのは午後である。準備を終えた出演者たちがスブ
ソの家に集まり、『道行き』の行列が出発する。スブソの家を出発し、市川地区内を回り諏
訪神社へ向かう。諏訪神社に到着すると浮立の奉納を行う。奉納の手順を表５に示す。 
 
表５：浮立奉納の手順 
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諏訪神社での奉納を終えた行列は、西福寺へ向けて『道行き』を行う。市川の天衝舞浮
立の特徴は、神社と寺院の両方へ奉納する浮立である。これは、この地を治めた野中氏の
氏神が諏訪神社で、氏寺が西福寺であったことに由来すると言われている。西福寺でも、
「棒ツキャー」と「やっこ踊り」の後、天衝舞浮立が本堂と、裏山にある若宮大明神へ向
けて奉納される。西福寺での奉納を終えた行列は、スブソの家へと戻り、そこで浮立行列
は終了し、『打ち止め』となる。 
 祭り本番の撮影は、ビデオカメラ３台で行った。道行行列では、２台のカメラは行列を
追いかけ、先方と後方を入れ替わりながら撮影した。もう１台は、行列の出発シーンを撮
影した後は諏訪神社の境内に待機し、行列の入場シーンを撮影するようにした。奉納の際
は、１台は境内の全景を撮影し、１台は神社横の崖の上から出演者の動きを撮影、もう１
台は舞人正面からのクローズアップを撮影した。諏訪神社境内でのクローズアップ撮影で
は、予定した撮影ポジションに観客が入って来たり、他のメディアのカメラマンと重なる
などして、思うような撮影ができない場合もあった。出演者と重なって移動せざるを得な
くなった場合もあった。主催者側との綿密な打ち合わせが必要であった。 
 
５．考察 
祭りやそこで伝承されている伝統芸能を撮影し映像コンテンツ化しておくことは、「民俗
学」の領域としても非常に重要であろう。「民俗学」とは、「世界の文明民族の国々で、自
国民の日常生活文化の歴史を、民間伝承を主たる資料として再構成しようとする学問」と
定義されている５）。 
祭りはその地域の日常生活と密接に関係している。生活の様式や様々な慣習、しきたり、
冠婚葬祭などの儀式の由来を辿れば、祭りや神事に行きつくことが多い。何気なく日常で
使用している言葉や慣用句にも、祭りや神事にその由来があるものが多い。 
また、祭りの形態を見ることで、日本人の精神性も垣間見ることができる。例えば「市
川の天衝舞浮立」では、神道である諏訪神社の祭りでありながらも、仏教（臨済宗）の西
福寺へも奉納を行う。これは、日本人が神道と仏教という二つの宗教を同時に取り入れて
いた、いわゆる神仏習合を表すものである。神社を氏神として、寺院を氏寺として双方を
同じように祀り崇拝するという日本人の宗教観が表れている。 
 このように、映像化したｅラーニングコンテンツ教材を利用して、地域の一部となって
いる「祭り」の意味を学ぶことは、地域住民にとっても非常に重要なことであろう。 
 
６．まとめ 
⑴ 地域の大学が地域で開催される祭りを、教育目的のコンテンツとして制作することは、
保存会をはじめとした祭り関係者の方々の協力を得やすいという側面があり、非常に撮
影はスムーズにいった。地域の人々も、できるだけ多くの人に祭りについて知って貰い、
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実際に現地に足を運んで貰いたいという思いが強いようで、このコンテンツを見て貰う
ことで、地域の人たちの思いにも応えることができる。 
⑵ 祭りの撮影においては、綿密に計画を立てていても、本番は何が起こるかわからず、
計画通りに撮影できないなど難しい面もあった。神社などの神聖な場所での撮影のため、
立ち入ってはいけない区域などへの配慮も十分に必要である。また、予想をはるかに超
える見物客であったり、他のメディアのカメラもいるため、それらとの兼ね合いも考慮
しなければならない。 
⑶ 撮影しコンテンツ化していく過程では、祭りの意義やその地域の歴史や慣習などを改
めて吟味していくが、それにより、時代を追うに従って原型がわからなくなっていたも
のを、改めて検証し解明することができる。 
⑷ 祭り本番に加え、それまでの準備の様子も含め、細部に渡って記録し整理しておくこ
とで、万が一、祭りが途絶え技術が継承されなくなった際も、それを補完することがで
きる。また、その祭りそのものに加え、地域の人々の結びつきの様子、すなわち「地域
の絆」を記録として残すこともできる。 
⑸ 近年は、高齢化、過疎化の影響が大きく、祭りに携わる人数が減少している。祭りの
伝統や技術は確実に受け継がれているものの、昔より祭りの規模自体を縮小せざるを得
ない地域も多い。特に子どもが務めるべき役が足りていない地域が多いようである。 
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